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環境に優しい
プラスチックボードドレーン工法
それがジオドレーン工法です。

①水平ドレーン材もプラスチックであり、鉛直ドレーン材と水平ドレーン材が
一体としてドレーン機能を果たします。
②ドレーン材は石油系（新材、再生材）と植物系由来のプラスチックを選択で
きます。
③水平ドレーン材は軽量で施工性が高い工法です。

Geodrain
®

ジオドレーン工法とは？

①設　計 ： 水平方向の合理的な配置
②経済性 ： サンドマットと比較して経済的
③材　料 ： 地球環境に優しい

工法の特長

2

植物系由来のドレーン材はポリ乳酸から生まれた生分解性素材を使用した製品で
す。ポリ乳酸はとうもろこしなどの植物を原料とし自然環境下で最終的には炭酸ガス
と水とに分解されます。

生分解性プラスチックの循環

O2
糖類、デンプン
セルロース

生分解性
プラスチック

微生物

分解

微生物

消化

H2O

光合成

CO2

施工形態

以下に従来工法との施工形態の比較を示します。

登録 No.807

登録 No.20

グリーンプラ®
自然界の微生物により
分解されるプラスチック

バイオマスプラ
生物資源を原料に
生産されたプラスチック

®

　水平ドレーン（ＳＢドレーン）の施工はロール状のＳＢドレーンを
展開します。鉛直ドレーン（ジオドレーン）の頭部はＳＢドレーン上
に固定します。
　SBドレーンの布設間隔はジオドレーンの打設間隔、もしくは  
2倍の間隔とします。

鉛直ドレーン材の頭部は水平ドレーン材の幅の1/2以上に接す
るように重ねます。

接続を維持するためステープル（ホッチキス）で固定
することを標準とします。

排水材としての盛土（サンドマット）

鉛直ドレーン打設

載荷重としての盛土

従来の方法

鉛直ドレーン

従来の方法

整地・機械足場用盛土（普通土）

ジオドレーン打設（鉛直ドレーン）

ＳＢドレーン布設（水平ドレーン）

載荷重としての盛土

ジオドレーン工法

ジオドレーン

ジオドレーン工法 SBドレーン

ＳＢドレーンとジオドレーンの接続ＳＢドレーンの布設間隔

ジオドレーン

ステイプラー

SBドレーン
（水平ドレーン）

ジオドレーン

SBドレーン

ジオドレーン

SBドレーン

排水材としての盛土
（サンドマット）

整地の為の盛土
（普通土）

鉛直ドレーンと水平ドレーン

ジオドレーン工法
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鉛直ドレーン材

鉛直ドレーン材はフィルターと芯材が分離した複合構造遊離型であり、集水効果が高くかつ地盤沈下への追従性に優れ
ています。

ジオドレーン ジオドレーンR ノーナルドレーン

SBドレーン断面図 BSBドレーン断面図

鉛直ドレーン材仕様一覧

複合構造遊離型
再生ポリオレフィン樹脂

３．9±０．５
９８．５±５．０
７８
＞ ２.0
＞ ２.0

＞ 5.0×１０－2（350kpa, i=1.0）
＞ 500（350kpa, i=1.0）

＞ １.0×１０－4

生分解性樹脂
生分解性不織布
３．3±０．５

1）標準部

ポリオレフィン樹脂

３．5±０．５

項　　目 単　位
仕　　様

芯材
フィルター
厚
幅
溝数
乾燥時
湿潤時

mm
mm
本

ＫＮ/製品幅
ＫＮ/製品幅
m/sec
m3/年
m/sec

鉛直ドレーン材荷姿

巻長

巻取外径

巻数（1パレット）

1パレット製品長

1パレット重量

項　　目
仕　　様

ジオドレーン ジオドレーンR ノーナルドレーン
m

cm

本

m

kg

単位

２５０ ２0０

約１０６

２５０

20

5,000

約450

20

4,000

約370

18

4,500

約400

水平ドレーン材

プラスチック製の水平ドレーン材を使用することで、良質砂と比較して安定した品質と供給が期待できます。

BＳＢドレーンＳＢドレーン

BＳＢドレーンの断面

単位［mm］単位［mm］

19

3.5 12 12 3.5

19

8

芯体

フィルター 7

ドレーン材先端アンカー（K型アンカー）

7.5

5.5

70
m
m

160mm

104

リベット留め

123

1.5

2.0

材　　料

荷姿 荷姿

水平ドレーン材荷姿

巻長

巻取外径

項　　目
仕　　様

SBドレーン BSBドレーン
m

cm

単位

約11（T-300 ： 1巻/梱包）

約15（T-200 ： 2巻/梱包）

50

約90

約26（H-300 ： 2巻/梱包）

約12（H-175 ： 2巻/梱包）

構　　造

材　　質

寸　　法

1）

1）

引張強度

面内透水係数
通水量

フィルター透水係数

ポリプロピレン系/ポリエステル系不織布

ジオドレーン ジオドレーンR ノーナルドレーン

水平ドレーン材仕様一覧

50

＞5.0×10-2（100kpa, i=0.5）
＞1.0×10-4

生分解性樹脂シート
生分解性不織布
8.0±2.0

302±3.0（H-300）
177±3.0（H-175）

硬質塩化ビニール
ポリエステル系不織布

8.0±1.0
305±3.0（T-300）
205±3.0（T-200）

項　　目 単　位
仕　　様

芯材
フィルター
厚

長

mm

m
kN/m2

m/sec
m/sec

材　　質

寸　　法

芯材圧縮強度
面内透水係数

フィルター透水係数

SBドレーン BSBドレーン

芯体
フィルター

1.5
13
10 3

13
10 1.5

8

mm

kg巻重量

植物系由来
生分解過程
（イメージ）

幅

ジオドレーンの断面図

98.5±5.0mm

3.5±0.5mm

＞ ２.0
＞ ２.0

＞ ２.0
＞ ２.0

＞200 ＞200
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ドレーン打設機

施工管理システム概念図

アンカープレート

ドレーン材取付

鉛直ドレーン材

鉛直ドレーン材の打設はマンドレル内に鉛直ドレーン材を挿入して、マンドレルの押し込みと引き抜きを繰り返して行います。
打設機には専用の施工管理システムを装備しています。

ドレーン材は打設開始からマンドレルを引き抜き、ドレーン材を切断するまでの全工程を施工管理システムにより監視しま
す。ドレーン材の繰り出しを自動監視するもので、アンカー上昇（共上がり）などの異常があれば直ちに警告します。

ロール状に巻かれた水平ドレーン材を人力にて展開し布設
します。

水平ドレーン材の布設位置は鉛直ドレーン材打設位置から
外します。

水平ドレーン材

水平ドレーン材は軽量であるため、人力にて布設することができます。

施工方法

打設順序

1. アンカー
プレート取付

2. マンドレル
押込み

3. 所定の
深度へ打設

4. マンドレル
引抜き

5. ジオドレーン
切断

盛土

軟弱地盤

打設形式

圧入方式

振動・騒音

機械質量

接地圧

ケーシング径

最大打設長

センター式

フリクションローラ式

無振動・低騒音

46.2t

61.8kPa

135ｍｍ

41ｍ

項　　目 仕　　様

打設機の仕様（例）

アンカープレート取付

記録紙例（ドレーン先端深度と油圧）

施工例

水平ドレーン施工手順

施工例

水平ドレーンの強風対策として土のうを水平ドレーン同士の
交差部に配置します。（生分解性土のうもあります）

ドレーン端部は盛土法尻の外側まで延ばします。

施工例 施工例

基面整正

地表面の局所的な凹
凸や異物を取り除く。

水平ドレーン布設

人力により、ドレーン
材を転がしながら布設
していく。

鉛直ドレーン材接続

水平ドレーン材の上
に鉛直ドレーン材を重
ね、ステイプルにより
接続する。

飛散防止対策

現場条件等により、
必要に応じて飛散防
止対策を行う。（例：土
のう）

ドレーンリール

バック
テンション
装置

打設長及び
共上がり量
検出器

ドレーン材

アンカー
プレート

ケーシング

油圧抵抗
検出器

オペレーションパネル記録計

ペン差 5mm

正常打設時

共上がり時

最終打設長

共上量

貫入抵抗

ペン差 5mm

時間経過

チャートスピード
30mm/分

ドレーン材軌跡

鉛直ドレーン材をアンカープレート
に通し折り返し（20cm以上）取り
付けます。本工法で使用するアン
カー材はこの方法によりステイプ
ルは不要です。
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施工管理システム概念図

アンカープレート
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1. アンカー
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押込み
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引抜き
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盛土

軟弱地盤
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振動・騒音

機械質量

接地圧
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最大打設長
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無振動・低騒音
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135ｍｍ

41ｍ

項　　目 仕　　様

打設機の仕様（例）
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記録紙例（ドレーン先端深度と油圧）
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のう）

ドレーンリール

バック
テンション
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打設長及び
共上がり量
検出器

ドレーン材

アンカー
プレート

ケーシング

油圧抵抗
検出器

オペレーションパネル記録計

ペン差 5mm

正常打設時

共上がり時

最終打設長

共上量

貫入抵抗

ペン差 5mm

時間経過

チャートスピード
30mm/分

ドレーン材軌跡

鉛直ドレーン材をアンカープレート
に通し折り返し（20cm以上）取り
付けます。本工法で使用するアン
カー材はこの方法によりステイプ
ルは不要です。
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配置例

配置設計例を以下に示します。

参　考

面内通水試験
拘束圧下でのドレーン材通水能力を計測します。
（※）三軸セルを用いたプラスチックボードドレーン工法

研究会(PBD工法研究会)提案方式

設計例

水平ドレーン（主排水材）を鉛直ドレーン間隔の2倍で布設しています。
水平ドレーン（副排水材）は主排水材に直交するように、鉛直ドレーン間隔の4倍で布設しています。

鉛直ドレーン打設深度管理記録の例です。
正常打設時には着底深度でドレーン材の軌跡が一定となります。一方で共上がり時には、ドレーン材の軌跡
がグラフのように一旦上がった後に一定となります。
これはドレーン材がテンション状態で繰り出されているためであり、、その軌道を自動監視しています。
本方式は関西国際空港の人工島造成工事（Ⅰ期、Ⅱ期）でも採用されている実績のある管理方式です。

水平ドレーンの配置は「ジオドレーン工法　技術資料」に基づき設計します。
設計の対象となる水平ドレーン材（主排水材）の配置に対して、これらと直交する方向にも水平ドレーン材（副排水材）を配
置します。
副排水材は主排水材同士の排水機能を連結することで、一部ドレーン材の破損が生じた場合のバイパス機能を有してい
ます。なお水平ドレーンの配置は改良エリアの形状や場外への排水方向、場内の暗渠配置等も考慮して設計します。

施工例

施工例

w ： 水平ドレーンと等価なサンドマットの幅
ｈ、 ks ： サンドマットの厚さ、砂の透水係数
Ｂ、ｔ、kｄ ： 水平ドレーンの幅、厚さ、透水係数

w ＝
Ｂ ・ ｔ ・ kｄ
ｈ ・ ks

w

B

t

h

水平ドレーン サンドマット

間隔 ： d
水平ドレーン

水平ドレーン

（主排水材）

（副排水材）

（副排水材）

排
水
方
向

排
水
方
向

間隔 ： d
間隔 ： d

間隔 ： 2d

間
隔
 ： 
4d

間
隔
 ： 
4d

鉛直ドレーン
鉛直ドレーン

水平ドレーン

水平ドレーン

（主排水材）

三軸セル方式

ペン差 5mm

サンドマットと水平ドレーンの換算式（サンドマット代替）を以下に示します。
サンドマットと同等の排水性能を確保できるように水平ドレーンの布設間隔を設定します。
水平ドレーンの透水係数は盛土厚（拘束圧）により変化するので、試験結果を基に設定します。

オシログラフ記入例

正常打設時

共上がり時

最終打設長

共上量

貫入抵抗

ペン差 5mm

時間経過

チャートスピード
30mm/分 ドレーン材軌跡
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